
熊 野 牛 子 牛 に お け る 初 乳 給 与 技 術 等 の 改 善 に 向 け た 取 組熊 野 牛 子 牛 に お け る 初 乳 給 与 技 術 等 の 改 善 に 向 け た 取 組熊 野 牛 子 牛 に お け る 初 乳 給 与 技 術 等 の 改 善 に 向 け た 取 組熊 野 牛 子 牛 に お け る 初 乳 給 与 技 術 等 の 改 善 に 向 け た 取 組

紀 南 家 畜 保 健 衛 生 所

○ 筒 井 視 有 楠 川 翔 悟

伊 丹 哲 哉

【 背 景 お よ び 目 的 】

黒 毛 和 種 子 牛 の 安 定 し た 育 成 に は 、 適 切 な 初 乳 給 与 と 離 乳 が 重 要

な 要 因 を 占 め て い る 。 当 所 で は 、 良 質 な 初 乳 を 給 与 す る た め 、 繁 殖

母 牛 の 適 切 な 飼 養 管 理 に つ い て 重 点 的 な 指 導 を 行 っ て き た 。 こ の 結

果 、 分 娩 前 後 に お け る 母 牛 の 栄 養 状 態 が 改 善 さ れ 、 初 乳 品 質 の 改 善

も 認 め ら れ た
1)。 し か し な が ら 、 指 導 後 も 初 乳 品 質 が 改 善 さ れ な い

母 牛 が あ り 、 子 牛 の 発 育 に 影 響 を 与 え て い る ケ ー ス も 認 め ら れ て い

る 。 一 方 、 初 乳 品 質 は 糖 度 計 を 用 い る こ と で 、 簡 便 に 検 査 す る こ と

が 可 能 で あ り 、 他 府 県 で 活 用 例 が 報 告 さ れ て い る 2 ) 3 ) 4)。 そ こ で 、 糖

度 計 を 用 い た 初 乳 簡 易 検 査 を 実 施 し 、 初 乳 品 質 の 調 査 を 行 う と と も

に 、 初 乳 製 剤 等 の 給 与 指 導 を 行 っ た 。 ま た 、 農 場 別 の 離 乳 時 期 に よ

る 子 牛 の 育 成 状 況 を 調 査 し 、 適 切 な 離 乳 時 期 の 検 討 を 行 っ た 。

【 方 法 】

管 内 熊 野 牛 繁 殖 経 営 農 家 3 戸 延 べ 18 組 の 母 子 に お い て 、 以 下 の

項 目 を 調 査 し た 。 分 娩 後 24 時 間 以 内 の 母 牛 の 初 乳 を 採 取 し 、 糖 度

計 を 用 い て 初 乳 Brix 値 を 測 定 す る と と も に 、 初 乳 中 IgG 濃 度 を ウ シ

IgG プ レ ー ト を 用 い た 一 元 放 射 免 疫 拡 散 法 に よ り 測 定 し た 。 一 般 的

に Brix 値 が 20 ％ 以 上 の 初 乳 は 、 良 質 な 初 乳 で あ る と 言 わ れ て い る

た め
5)、 初 乳 Brix 値 が 20 ％ 以 下 の 場 合 、 初 乳 製 剤 等 を 子 牛 に 追 加 給

与 す る よ う 指 導 し た 。 母 牛 の 栄 養 状 態 は 、 分 娩 後 24 ～ 72 時 間 以 内

の 母 牛 血 清 を 用 い た 生 化 学 的 検 査 に よ り 確 認 し た 。 出 生 後 24 ～ 72

時 間 以 内 の 子 牛 血 清 を 用 い て 、 血 清 Brix 値 ・ IgG 濃 度 を 測 定 し た 。

子 牛 の 発 育 状 況 を 確 認 す る た め 、 出 生 後 24 ～ 72 時 間 以 内 お よ び 1

ヶ 月 後 の 子 牛 の 体 高 ・ 胸 囲 を 測 定 し た 。 ま た 、 各 農 家 を 離 乳 時 期 に

分 け 、 子 牛 出 荷 成 績 お よ び 繁 殖 成 績 を 調 査 し た 。

【 結 果 】

3 戸 の 農 場 間 で 、 分 娩 後 母 牛 の 生 化 学 的 検 査 に 差 は 認 め ら れ な か

っ た (図 1)。 初 乳 Brix 値 に は バ ラ ツ キ が 認 め ら れ 、 品 質 が 悪 い と さ

れ る 初 乳 中 IgG 濃 度 30mg/ml 以 下 の も の も 認 め ら れ た (図 2)。 ま た 、

初 乳 Brix 値 と 初 乳 中 IgG 濃 度 に は 、 正 の 相 関 が 認 め ら れ た (図 2)。

子 牛 血 清 Brix 値 と 血 清 中 IgG 濃 度 に は 、 正 の 相 関 が 認 め ら れ 、 斃 死

率 が 増 加 す る と 言 わ れ る 血 清 中 IgG 濃 度 10mg/ml 以 下 6)の 個 体 も 認 め

ら れ た (図 3)。 指 導 前 後 を 比 較 す る と 、 指 導 後 は 血 清 中 IgG 濃 度 が

全 て 10mg/ml を 上 回 っ て お り 、 全 体 的 に IgG 濃 度 が 高 い 傾 向 に あ っ



た (図 4)。 ま た 、 子 牛 血 清 中 IgG 濃 度 が 低 い 個 体 に 比 べ 、 高 い 個 体

は 体 高 ・ 胸 囲 と も に 発 育 が 良 い 傾 向 に あ り 、 初 乳 製 剤 等 を 追 加 給 与

し た 個 体 は 全 体 的 に 発 育 が 良 い 傾 向 に あ っ た (図 5,6）。 離 乳 時 期 に

よ る 検 討 で は 、 子 牛 出 荷 成 績 は 離 乳 時 期 が 4 ヶ 月 以 降 の 農 場 で 高 い

傾 向 に あ り (図 7,8)、 繁 殖 成 績 は 、 3 ヶ 月 の 農 場 が 若 干 悪 い 傾 向 に あ

っ た (図 9)。

【 考 察 】

今 回 、 農 場 に お け る 初 乳 簡 易 検 査 を 導 入 す る こ と に よ り 、 子 牛 血

清 中 IgG 濃 度 が 改 善 し 、 発 育 の 改 善 も 認 め ら れ た 。 こ の こ と は 、 品

質 の 悪 い 初 乳 が 認 め ら れ た 場 合 で も 、 適 切 な 対 応 を と る こ と で 、 子

牛 の 発 育 が 改 善 で き る こ と を 示 し て い る 。 糖 度 計 は 5,000 円 /個 と 安

価 で あ り 、 導 入 す る こ と に よ り 繁 殖 経 営 の 更 な る 安 定 化 が 図 ら れ る

と 考 え ら れ る 。 一 般 的 に 離 乳 時 期 を 早 め る と 繁 殖 成 績 が 改 善 さ れ る

言 わ れ て い る が 、 今 回 の 調 査 で は 、 離 乳 時 期 が 早 い 農 場 で も 繁 殖 成

績 が 悪 い 農 場 が 認 め ら れ た 。 離 乳 時 期 に つ い て は 今 後 も 検 討 が 必 要

だ が 、 基 本 的 に は 「 熊 野 牛 子 牛 育 成 マ ニ ュ ア ル 」 で も 記 載 さ れ て い

る と お り 、 4 ヶ 月 程 度 で の 実 施 を 基 本 と し 、 農 場 の 技 術 レ ベ ル に 併

せ て 検 討 す る こ と が 望 ま し い と 考 え ら れ る 。 子 牛 の 安 定 し た 育 成 を

目 指 す た め に は 、 適 切 な 母 牛 管 理 に よ る 初 乳 品 質 の 改 善 や 、 適 切 な

初 乳 給 与 技 術 が 必 要 不 可 欠 で あ り 、 今 後 も 引 き 続 き 重 点 的 に 指 導 し

て 参 り た い 。
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